
「図書館と博物館 連携の協働展示
～様々な出会いをいかして～」

雲南市立木次図書館 景山 民子

雲南市立大東図書館 梅木 里奈

第2回 島根県大会 事例報告①



雲南市と雲南市立図書館

平成16年(2004年)5町1村 合併
人口：33,943人【10月1日現在】

市立図書館・図書室
●雲南市立木次図書館
●雲南市立大東図書館
●雲南市立加茂図書館
●三刀屋図書室(永井隆記念館内)

●吉田図書室(吉田交流センター内)

●掛合図書センター“陽だまり館”
(掛合交流センター)



協働展示成り立ち

奥出雲多根自然博物館

〒699-1434
島根県仁多郡奥出雲町佐白236-1
TEL 0854-54-0003
FAX 0854-54-0005
公益財団法人奥出雲多根自然博物館

「宇宙の進化と生命の歴史」がテーマの
宿泊できる博物館として有名

奥出雲多根自然博物館：ファル



1．子どもたちが楽しく参加できること

2．博物館にとってプラスの影響があること

3．図書館を普段利用しない子どもに来てもらえること

協働展示成り立ち

奥出雲多根自然博物館・雲南市立図書館コラボ展示
企画で大切にしたこと



協働展示成り立ち 2021年度(令和3年度)「としょかん化石探検隊」（7/27～8/29）

内 容
・各館でクイズに答えて回るシールラリー
・シールが３館分集まるとプレゼントがある
(サメの歯としおり)
・博物館に行きクイズに答えるとプレゼントあり
(先着順)

参加者：235名
（達成者119名
博物館人数不明）
※参加率
(市内児童)：６％
【市内児童数】
幼保こ園：1,133名
小学校： 1,693名
中学校：   925名

課 題
・3館回る子が参加者の半分、

１館でも完結できる企画
・子どもがもつ疑問を博物館
(学芸員)につなげたい



協働展示成り立ち 2021年度(令和3年度)「としょかん化石探検隊」（7/27～8/29）



協働展示成り立ち 2021年度(令和3年度)「としょかん化石探検隊」（7/27～8/29）

シール



協働展示これまで 2022年度(令和4年度)「自分だけの鉱物図鑑をつくろう！」（7/26～8/30）

内 容
・各館で鉱物をみて、台紙にシールをはって回る
ラリー制だが、1館完結でプレゼントあり
(ミニ鉱物かサメの歯)
・博物館へ行きクイズに答えるとプレゼント
(先着順)
・学芸員の方へ質問BOX設置

参加者：883名
（内、博物館70名）
※参加率
(市内児童)：24％
【市内児童数】
幼保こ園：1,094名
小学校： 1,653名
中学校：    916名

課 題
・展示だけ見てすぐ帰られる
ことが多い。
・参加方法がわかりにくい。
（オペレーション負担）



協働展示これまで 2022年度(令和4年度)「自分だけの鉱物図鑑をつくろう！」（7/26～8/30）



協働展示これまで 2022年度(令和4年度)「自分だけの鉱物図鑑をつくろう！」（7/26～8/30）

シール



協働展示これまで 2023年度(令和5年度)「貝、みーつけた！」(7/26～8/27)

内 容
・各館で貝をみて、標本をイメージした台紙をシール
で埋めていく
・1館完結でプレゼントあり
・博物館へ行きクイズに答えるとプレゼント
（先着順）
・この年から関連イベントを毎年実施。

参加者：987名
（内博物館60名）
※参加率
(市内児童)：27％
【市内児童数】
幼保こ園：1，055名
小学校 ：1,649名
中学校：      871名

課 題
・展示品を深く掘り下げること
・展示品の管理



協働展示これまで 2023年度(令和5年度)「貝、みーつけた！」(7/26～8/27)



協働展示これまで 2023年度(令和5年度)「貝、みーつけた！」(7/26～8/27)

シール



協働展示これまで イベントチラシ等



協働展示これから 2024年度(令和6年度)「うんなんしぜんはっけんマップ」 (7/24～8/28)

内 容
・図書館に雲南市のマップを貼りだして、オススメす
る自然を絵または写真で貼っていく参加型展示
・図書室・博物館に応募用紙設置
・集まった作品はブックカバーにして後日配布
・雲南市市政20周年にもあわせた

参加者：137名
※参加率
(市内児童)：3.9％
【市内児童数】
幼保こ園： 969名
小学校：1,610名
中学校：  882名

課 題
・説明の方法がややこしい
・展示物がないため早めの広報  
が必要であった。
・企画自体が少し大人向けだった



協働展示これから 2024年度(令和6年度)「うんなんしぜんはっけんマップ」 (7/24～8/28)

ブックカバー
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